























































部述のように， SML… B1は， !v1RIによる大腿部務議断
言語-緩と最もおし王寺院関関係であったことからも， SM.L__ B1 
が比較的高い精度で?fiU5Eされている可能'投がi高いものと推
察される。しかしながら，今後は， MRIによって下肢筋
肉愛を求め，両者の関保を詳織に検討する必要がある《予ま
た，今関のSM1..__BIでは，鱗郊で上半身と下半身に分け
るというアJレゴリズムの下で測定された。下絞の定義づけ
はなかなか難しいが，この点に関しても，抑えば，大転子
から、f位を下絞とみなすなどといったいろいろな可能教に
ついても検討していく必繋があるものと恋われる。{結論}
SML_sIは，静的な設u定であるため安全性も高く，しか
も鱗使なのでメタボリツクシンドローム予防や介護予践の
ための務評filj詰ょとしての活用が鶏侍される。
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